
徳
島
県

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

市
町
村
の
新
た
な
森
林
管
理
の
推
進
と

　  
　
　
　
　   

森
林
資
源
の
活
用
に
向
け
て

Vol.

4

中
心
に
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

（
令
和
３
年
度
譲
与
額
：
1
1
7
，
9
5
3

千
円
）

① 

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
向
け

た
市
町
村
へ
の
支
援
（
令
和
３
年
度
決
算

見
込
額
：
1
6
，
1
4
2
千
円
）

め
、
対
象
地
区
を
選
定
す
る
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
が
保
有
す
る

森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
良
や
、
過

去
の
施
業
履
歴
デ
ー
タ
等
を
市
町
村
に
提

供
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
町
村
が
施
業
を
行
う
森
林

の
境
界
の
明
確
化
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

植
栽
当
時
の
状
況
か
ら
森
林
の
境
界
を
推

定
す
る
こ
と
が
可
能
な
過
去
の
航
空
写
真

デ
ー
タ
を
整
備
し
て
、
提
供
し
ま
し
た
。

設
置
や
現
場
見
学
会
の
開
催
を
通
じ
、
木

材
の
良
さ
に
つ
い
て
一
般
の
方
へ
普
及
啓

発
を
行
っ
た
場
合
に
、
木
材
使
用
量
に
応

② 

林
業
の
担
い
手
育
成
・
確
保
（
令
和

３
年
度
決
算
見
込
額
：
5
9
，
5
8
8

千
円
）

　
「
即
戦
力
」
と
な
る
若
手
林
業
就
業
者

を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
、「
と

く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設
立
し
ま

し
た
（
公
益
社
団
法
人
徳
島
森
林
づ
く
り

推
進
機
構
が
運
営
）。
徳
島
県
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
同
ア
カ
デ
ミ

ー
の
運
営
経
費
（
研
修
に
必
要
な
林
業
機

械
の
リ
ー
ス
代
等
）
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
83
名
の
卒
業
生
全
員
が
県

内
林
業
事
業
体
へ
就
職
し
ま
し
た
。
卒
業

生
の
求
人
倍
率
は
3
倍
を
超
え
、
業
界
か

ら
の
要
望
も
高
い
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年

度
・
第
八
期
研
修
生
の
募
集
に
当
た
っ
て

　　
令
和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な

っ
て
森
林
の
管
理
を
行
う
新
た
な
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
市
町
村
が
円
滑
に
制
度
を
運
用

す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
制
度
の
運
用
開
始

に
備
え
て
、
平
成
30
年
5
月
に
、
県
内
24

市
町
村
と
徳
島
県
、
徳
島
森
林
づ
く
り
推

進
機
構
な
ど
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
と

く
し
ま
森
林
経
営
管
理
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
林
野
庁
の

担
当
を
招
い
た
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
情
報
伝
達
や
、

市
町
村
担
当
者
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
事
例
報
告
な
ど
の
情
報
共
有
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
森
林
経
営
管
理
制
度

や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
経
営
管

理
を
行
う
森
林
は
、
施
業
の
進
ん
で
い
な

い
条
件
が
不
利
な
森
林
を
対
象
と
す
る
た

は
、
定
員
を
こ
れ
ま
で
の
20
名
か
ら
30
名

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
職
業
と
し
て
の
林
業
」
を
意

識
付
け
る
た
め
、
小
中
高
生
を
対
象
と
し

た
出
前
授
業
や
林
業
体
験
の
実
施
、Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
者
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
の

相
談
窓
口
の
設
置
に
加
え
、
林
業
体
験
イ

ベ
ン
ト
等
の
実
施
、
タ
ウ
ン
誌
・Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
林
業
就
業
に
関
す
る
広
報
も
実

施
し
ま
し
た
。

③ 

県
産
材
の
利
用
の
促
進
（
令
和
３
年

度
決
算
見
込
額
：
4
2
，
2
2
4
千
円
）

　
令
和
3
年
10
月
24
日
に
、
都
道
府
県
立

で
は
全
国
初
と
な
る
「
徳
島
木
の
お
も
ち

ゃ
美
術
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同

美
術
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
集
い
、
森
林
の
役

割
や
重
要
性
、
木
材
の
良
さ
な
ど
を
「
遊

び
」「
学
び
」「
体
験
」
で
き
る
「
新
た
な

木
育
拠
点
」
で
、「
木
の
香
り
や
温
も
り
」

を
体
感
し
な
が
ら
、大
い
に
楽
し
め
る「
体

験
型
施
設
」
で
す
。
徳
島
県
で
は
、
木
材

の
利
用
や
普
及
啓
発
の
観
点
か
ら
、
そ
の

整
備
費
の
一
部
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
産
材
の
建
築
資
材
と
し
て
の

利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
県
木
材
認
証
機

構
に
よ
る
認
証
県
産
材
を
用
い
て
新
築
改

修
さ
れ
る
建
築
物
に
お
い
て
、
の
ぼ
り
旗

シリーズ
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写真2 徳島森林情報管理システム（森林GIS）　H21（左）、S40年代（右）

写真1 とくしま森林経営管理協議会

１　
徳
島
県
の
現
状

　
徳
島
県
の
森
林
面
積
は
、
約
３
１
５
千

ha
（
総
土
地
面
積
の
75
・
５
％
）
で
、
民

有
林
人
工
林
面
積
は
約
１
９
０
千
ha
で

す
。ま
た
、ス
ギ・ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
う
ち
、

75
％
は
10
齢
級
以
上
で
利
用
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
核
と

し
た
地
方
創
生
を
目
指
し
、
令
和
元
年
度

よ
り
「
ス
マ
ー
ト
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
、「
担
い
手
の
育
成
」
や
「
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
」
な
ど
に
よ
り
、

令
和
10
年
度
の
「
県
産
材
生
産
量
70
万

㎥
」の
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　
森
林
環
境
譲
与
税
の
主
な
取
組

　　
徳
島
県
で
は
、
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
る

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
市
町
村

に
お
け
る
事
業
実
施
の
支
援
に
加
え
、
人

材
の
育
成
・
確
保
や
木
材
利
用
の
促
進
を

じ
た
工
務
店
等
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た

（
10
㎥
以
上
15
㎥
未
満
20
万
円
等
。
令
和

３
年
度
は
７
件
に
助
成
）。

　
３　
お
わ
り
に

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
一
人
当
た
り
１
，

０
０
０
円
の
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
対
す
る
関
心
は
、
一
層
高
ま
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
は

も
と
よ
り
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
円
滑
な
活
用
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



中
心
に
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

（
令
和
３
年
度
譲
与
額
：
1
1
7
，
9
5
3

千
円
）

① 

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
向
け

た
市
町
村
へ
の
支
援
（
令
和
３
年
度
決
算

見
込
額
：
1
6
，
1
4
2
千
円
）

め
、
対
象
地
区
を
選
定
す
る
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
が
保
有
す
る

森
林
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
良
や
、
過

去
の
施
業
履
歴
デ
ー
タ
等
を
市
町
村
に
提

供
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
町
村
が
施
業
を
行
う
森
林

の
境
界
の
明
確
化
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

植
栽
当
時
の
状
況
か
ら
森
林
の
境
界
を
推

定
す
る
こ
と
が
可
能
な
過
去
の
航
空
写
真

デ
ー
タ
を
整
備
し
て
、
提
供
し
ま
し
た
。

設
置
や
現
場
見
学
会
の
開
催
を
通
じ
、
木

材
の
良
さ
に
つ
い
て
一
般
の
方
へ
普
及
啓

発
を
行
っ
た
場
合
に
、
木
材
使
用
量
に
応

② 

林
業
の
担
い
手
育
成
・
確
保
（
令
和

３
年
度
決
算
見
込
額
：
5
9
，
5
8
8

千
円
）

　
「
即
戦
力
」
と
な
る
若
手
林
業
就
業
者

を
養
成
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
、「
と

く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設
立
し
ま

し
た
（
公
益
社
団
法
人
徳
島
森
林
づ
く
り

推
進
機
構
が
運
営
）。
徳
島
県
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
同
ア
カ
デ
ミ

ー
の
運
営
経
費
（
研
修
に
必
要
な
林
業
機

械
の
リ
ー
ス
代
等
）
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
83
名
の
卒
業
生
全
員
が
県

内
林
業
事
業
体
へ
就
職
し
ま
し
た
。
卒
業

生
の
求
人
倍
率
は
3
倍
を
超
え
、
業
界
か

ら
の
要
望
も
高
い
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年

度
・
第
八
期
研
修
生
の
募
集
に
当
た
っ
て

　　
令
和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
は
、
市
町
村
が
主
体
と
な

っ
て
森
林
の
管
理
を
行
う
新
た
な
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
、
市
町
村
が
円
滑
に
制
度
を
運
用

す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
制
度
の
運
用
開
始

に
備
え
て
、
平
成
30
年
5
月
に
、
県
内
24

市
町
村
と
徳
島
県
、
徳
島
森
林
づ
く
り
推

進
機
構
な
ど
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
と

く
し
ま
森
林
経
営
管
理
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
林
野
庁
の

担
当
を
招
い
た
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
情
報
伝
達
や
、

市
町
村
担
当
者
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
事
例
報
告
な
ど
の
情
報
共
有
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
森
林
経
営
管
理
制
度

や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
経
営
管

理
を
行
う
森
林
は
、
施
業
の
進
ん
で
い
な

い
条
件
が
不
利
な
森
林
を
対
象
と
す
る
た

は
、
定
員
を
こ
れ
ま
で
の
20
名
か
ら
30
名

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
職
業
と
し
て
の
林
業
」
を
意

識
付
け
る
た
め
、
小
中
高
生
を
対
象
と
し

た
出
前
授
業
や
林
業
体
験
の
実
施
、Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
者
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
の

相
談
窓
口
の
設
置
に
加
え
、
林
業
体
験
イ

ベ
ン
ト
等
の
実
施
、
タ
ウ
ン
誌
・Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
林
業
就
業
に
関
す
る
広
報
も
実

施
し
ま
し
た
。

③ 

県
産
材
の
利
用
の
促
進
（
令
和
３
年

度
決
算
見
込
額
：
4
2
，
2
2
4
千
円
）

　
令
和
3
年
10
月
24
日
に
、
都
道
府
県
立

で
は
全
国
初
と
な
る
「
徳
島
木
の
お
も
ち

ゃ
美
術
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同

美
術
館
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
集
い
、
森
林
の
役

割
や
重
要
性
、
木
材
の
良
さ
な
ど
を
「
遊

び
」「
学
び
」「
体
験
」
で
き
る
「
新
た
な

木
育
拠
点
」
で
、「
木
の
香
り
や
温
も
り
」

を
体
感
し
な
が
ら
、大
い
に
楽
し
め
る「
体

験
型
施
設
」
で
す
。
徳
島
県
で
は
、
木
材

の
利
用
や
普
及
啓
発
の
観
点
か
ら
、
そ
の

整
備
費
の
一
部
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
産
材
の
建
築
資
材
と
し
て
の

利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
県
木
材
認
証
機

構
に
よ
る
認
証
県
産
材
を
用
い
て
新
築
改

修
さ
れ
る
建
築
物
に
お
い
て
、
の
ぼ
り
旗
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写真４ 林業体験の実施状況写真５ 徳島木のおもちゃ美術館（外観）

１　
徳
島
県
の
現
状

　
徳
島
県
の
森
林
面
積
は
、
約
３
１
５
千

ha
（
総
土
地
面
積
の
75
・
５
％
）
で
、
民

有
林
人
工
林
面
積
は
約
１
９
０
千
ha
で

す
。ま
た
、ス
ギ・ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
う
ち
、

75
％
は
10
齢
級
以
上
で
利
用
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
核
と

し
た
地
方
創
生
を
目
指
し
、
令
和
元
年
度

よ
り
「
ス
マ
ー
ト
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
、「
担
い
手
の
育
成
」
や
「
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
」
な
ど
に
よ
り
、

令
和
10
年
度
の
「
県
産
材
生
産
量
70
万

㎥
」の
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　
森
林
環
境
譲
与
税
の
主
な
取
組

　　
徳
島
県
で
は
、
県
に
譲
与
さ
れ
て
い
る

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
市
町
村

に
お
け
る
事
業
実
施
の
支
援
に
加
え
、
人

材
の
育
成
・
確
保
や
木
材
利
用
の
促
進
を写真３ とくしま林業アカデミー（伐倒理論実習）

じ
た
工
務
店
等
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た

（
10
㎥
以
上
15
㎥
未
満
20
万
円
等
。
令
和

３
年
度
は
７
件
に
助
成
）。

　
３　
お
わ
り
に

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
一
人
当
た
り
１
，

０
０
０
円
の
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
使
途
に
対
す
る
関
心
は
、
一
層
高
ま
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
は

も
と
よ
り
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
円
滑
な
活
用
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

写真６ 徳島木のおもちゃ美術館（内観）


